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【先週の動き／今週の展望】
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ラ・インターナショナルとインドセメント・トゥンガル・プラ

カルサが買われて指数は前日比

策決定会合を開催した中央銀行が取引終了後に発表した声明

で、インドネシア国内の経済が堅調に推移しているとの見解を

示したことに加え、

たことが好感され、

利は

要イベントが少ない中、前週の勢いを維持できるかが焦点。
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中央銀行が金融政策決定会合を開催
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理のため稼働停止したことによる原油先物価格の上昇を受け

て指数は反発。

んだ効果で続伸すると、

高値を付けた。今週は

会合を開催する予定。政策金利は

方が優勢で、会合後に発表される声明内容が注目される。前週

末の
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2 日連続で過去最高値を更新
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